
VI11 資料

平成 2年度秋田空港周辺航空機騒音調査結果

1 調査目的

秋田空港周辺の航空機騒音の実態把握と、

指定地域内の環境悲準維持達成状況を把握す

るため、空港周辺の 6地点において、平成 2

年5月、 8月、 11月及び平成 3年2月の 4回

にわたり調査を実施した。

2 空港の概要

秋田空港の概要は次のとおりである。

(1)窄港の位囲 秋川県河辺郡雄和町椿川

(2)使用開始昭和56年6月26H

(3)使用時間 7時30分～20時30分

(4)滑走路 2,500メートル

(5)種 類弟 ‘2種B級

3 空港周辺地域に係わる環境基準

(1)あてはめ実施年月 昭和56年10月31日

(2)あてはめを行った地域 図 1のとおり

(3)地域の類刑 II

表ー 1 測定地点及び測定日数

地点

地点名 所 在

番号

1 地加山 椿！l|字地張山87

2 安義寺 椿川字閃田80

3 ＝替沢 平沢字三替沢38

4 II峯 ォ＊'* 乎｝．［烏字藤森52

5 堤 根 椿川字堤根18-2 

6 鹿野戸 椿川宇長者屋敷

地

(4)環境基準 75WECPNL

4 調査の概要

4. 1 調査期間

春：平成 2年5月20日～ 5月26日

夏：平成2年8月27日～8月31日

秋：平成 2年11月131」~llJ=J19日

冬．・平成 3年2月12LI ~ 2月16日

4. 2 調査地点及び調査日数

表ー 1に示す雄和町の空池周辺地域 6地点

について、それぞれ騒音測定を行った。測定

地点の位置は図ー 1のとおりである。

なお、測定地点のうち空港東側の藤森と西

側の安養寺は状準点、指定地城外の鹿野戸を

含めた他の 4地点は補助点とした。

4. 3 調査機関

生活環境部環境保全課

（調査協力）環境技術センター、秋田保健所、

雄和町

地域 測定 日 数
び）

類型 春 百ろ 秋 冬

IT 2 2 2 2 

II 7 5 7 5 

II 2 2 2 2 

II 7 5 7 5 

II 3 2 3 2 

2 1 2 1 
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秋田空港周辺図
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表ー 2 航空機騒音調査結果

地点
地点名 項 目 春 Fク百・ 秋 冬 年間番号

WECPNL 65.1 69.7 66.0 65.9 67.1 

1 地張山
dB (A) 79.6 84.8 81.8 78.8 81.9 

dB (A)max 86 90 89 91 91 

機種 (B737) (DC9-41) (B737) (DC9-41) (D C9-41) 

WECPNL 68.3 70.4 70.1 71.4 70.0 

2 安養寺
cl B (A) 82.8 84.8 84.7 84.5 84.3 

dB (A)max 94 97 95 99 99 

機種 (DC9-41) (D C9-41) (D C9-41) (D C9-41) (DC9-41) 

WECPNL 69.8 71.8 69.8 69.0 70.2 

3 三替沢
dB (A) 84.2 85.9 83.3 83.6 84.4 

dB (A)max 93 94 94 91 94 

機種 (D C9-41) (DC9-41) (D C9-41) (DC9-41) (D C9-41) 

WECPNL 65.1 65.8 65.0 62.3 64.8 

4 藤森
dB (A) 78.9 79.3 80.1 75.0 78.7 

dB (A)max 90 90 91 84 90 

機種 (D C9-41) (D C9-41) (D C9-41) (DC9-41) (D C9-41) 
, --• 

WECPNL 72.7 71.8 74.3 72.8 73.1 

5 堤根
dB (A) 87.4 85.6 89.4 86.4 87.4 

dB (A)max 99 96 99 100 100 

機種 (D C9-41) (D C9-41) (D C9-41) (B 737) (B737) 

WECPNL 61. 9 63.8 63.7 65.4 63.6 

6 鹿野戸
dB (A) 77.4 78.0 78.6 79.4 78.4 

dB (A)max 85 83 85 86 86 

機種 (B737) (D C9-41) (B 737) (D C9-41) (DC9-41) 

注1. WECPNL:航空機騒音の評価値

2. dB (八） ：個々の騒乳のピークレベルのパワー中均値

:-i. d B (A) max :ピークレベルの最大伯

4. 「WECPNL」及び「 dB (A)」欄の年間の値は、それぞれ一日毎に算出した

すべての値をパワー平均したものである。
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4. 4 調査方法

調査は、環境庁告示154号「航空機騒音に

係わる環境基準について」（昭和48年12月27

日）に定める測定及び評価の方法に基づいて

実施した。

5 調査結果

5. 1 航空機騒音レベル

平成 2年度の航空機騒音測定結果を表ー2

に示す。

指定地域内における環境基準点である安養

寺及び藤森についてみると、年間値はそれぞ

れ70.0WECPNL、64.SWECPNLであった。

また、四季別の最高値は安養寺（冬期）の

71.4WECPNL、最低値は藤森（冬期）の62.

3WECPNLであった。一方、補助点である

地張山、三替沢及び堤根をみると、年間値の

最高値は堤根の73.lWECPNLであり、四季

別の最高値は堤根（秋期）の74.3WECPNL、

最低値は地張山（｛日期）の65.lWECPNLで

あった。さらに指定地域外にある鹿野戸をみ

ると、年間値は6:1.6WECPNL、四季別では

最高値は冬期の65.4WECPNL、最低値は春

表ー 3 一日平均騒音発生回数

地点番号 地点名 れ、 夏

1 地張 Ill 15.0 17.5 
l - ー・--. - - -- - •• 

2 養寺 15.3 20.6 
-・→---- ------

3 三替沢 17.0 18.0 

4 籐 A本A、 18.0 20.G 

5 堤 根 15.0 26.0 
~ ~ ~ 

6 鹿野戸 11. 5 17.0 

期の61.9WECPNLであった。また、調査期

間中の最高値は堤根（冬期）のlOOdB(A)で、

機種は B737であった。

ちなみに、調査期間中に就航した主な航空

機について騒音のピークレベルを 2つの環境

基準点で比較すると、概ね次のとおりである。

養寺側 DC9-41 > B737 > B727 > 
MD87 > MD81 > B767 > YSll > B 767 S 
藤森側 DC9-41> B727 > B767 > 
B737 > B 767 S > MD87 > MD81 > YSll 
5. 2 騒音発生回数

騒音発生回数は、定期便の他に、調査期間

中における救難隊の飛行訓練の有無等に左右

される。

各測定点における騒音発生回数は表ー3の

とおりで、一日平均回数の最高は藤森の20.0

回で最低は鹿野戸の14.3回であった。

5. 3 暗騒音

安養寺及び藤森の 2つの環境基準点におけ

る暗騒音は、表ー 4のとおりである。測定地

点及び時間帯によって若干の差はあるが、ほ

とんどが50ホン(A)未満であった。

秋 冬 平均

13.0 23.5 17.3 
~--
16.3 23.2 18.9 

20.5 16.0 17.9 

17.6 2::l.6 20.0 

14.0 20.5 18.9 
---~-- - -

12.5 16.0 14.3 

注．l 囁音発4回数はピークレヘルが60dIl (A)以 1こでかつ接続時間か3秒以」の航空機に係
わる翡蚤自の発生回数である。

2 平均回数＝全懸音発生回数／全il¥l)定日数
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表ー 4 暗騎音調査結果

地点名 時間帯 春 夏 秋

朝 40 44 45 

昼 39 42 43 

安養寺 ］ 

夕 52 48 50 

夜 41 45 42 

朝 43 47 38 

仕 45 44 42 

藤森 ＇ 

夕 53 47 38 

夜 40 44 37 

注． l 数値は騒音レペル中央値の期間中平均値（ホン(.A))

2 朝： 8 ～ 9時、昼： 12~13時

タ： 16~17時、夜： 19~20時

表ー 5 航空機の方向別離着陸回数

冬 平均

42 43 

43 42 

44 49 

40 42 

35 41 

36 42 

38 44 

35 39 

離着 1堺回数 LL そ の割合 ％） 
区分 方 I{IJ l - -

春 百久 秋 冬 全調査期間

73 40 48 31 | 192 
(1)28 

(94. g ¥ , 71.4) (73.8) (65.9) 
＇ 
(78.4 i 

着 陸

1.、3416.1) I 
4 16 17 53 

(2)10 
(5 2 } (28 6) '2li.2) (21.li) 

77 14 49 44 214 
(3)28 

(100) (78.6) (75.4) (93.6) (87.3) 
離 匠 ―i 

（） 12 16 
(4)10 

| 3 3] 

(0) (21.4) (24.6) (6.4) (12.7) 

15() B 4 97 66 397 
28 

： 
(9: 4 } (7り（）） 〈7l.6) 77.6) (82.:i 

ム口

計 i 10 
4 28 33 19 84 

(2 /i, (2り（）） （応4) '. 22.4) (17.5 
＇ 

不明 82 106 110 84 I 382 

(1)+(4) 73 52 64 34 I 223 
束側通遇 i 

(47.1 i (46.4) (4~1.0) 
＇ 

(:,6.2) (45.り｝

(2)+(3) 81 60 66 60 267 
西側通過

I (52.G) (53 6) (̀] 1 0) (C3.8) (54.り

注．定期便以外の航空機につ＇，＇では、離泊晶り方向は小叫：ある。
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5. 4 離着陸の方向及び回数

この地域の風向は、図ー2のとおり西～北

西系が卓越している。定期便の離着陸の方向

は、表ー5のとおり28方向（東側から着陸、

西側へ離陸）が、調査期間中の全就航便数

（春）
N30% 

w E
 

w 

490便のうち約83％を占めた。また、これを

滑走路の東側通過便（着陸、離陸とも藤森側

通過）と西側通過便（着陸、離陸とも安養寺

側通過）に分けてみると、東側45.5%、西側

54.5%となっている。

（夏）
N30% 

E
 

s 
不定21.9% CaQm 2.0% 

（秋）
N30% 

w 

8 
不定53.3% CaQm 4.8% 

（全調査期間）

E
 

w 

s 
不定65.4% CaQm 5.1% 

（冬）

N30% 

E
 

s 
不定26.7% CaQm 2.7% 

N30% 

w 

＊不定：風速5ノット (2.6m/s)以下
風速の変動幅60゚以上

E
 

s 

｀ 不定41.2% CaQm 3.6% 

図ー 2 風配図
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6 まとめ

(1) 平成 2年度の航空機騒音調査は、秋田

空港東側の藤森、西側の安養寺を環境基

準点とし、地張山、三替沢、及び堤根に

指定地域外の鹿野戸を加えた 4地点を補

助点とし、計6地点でそれぞれ四季毎に

実施した。

(2) 指定地域内における航空機騒音レベル

をみると、環境基準点では、年間値が安

養寺70.0WECPNL、藤森64.8WECPNL

であり、四季別の最高値は安養寺（冬

期）の71.4WECPNLであった。

一方、補助点では年間値の最高値は堤

根の73.lWECPNL、四季別の最高値は

堤根（秋期）の74.3WECPNLであった。

環境基削点、補助点とも環境基準を辻

成している。また、指定地域外の鹿野戸

についてみると、年問値では63.6

WECPNL、四季別の最高値は冬期の65.

4WECPNLであった。

(3) 騒音発生回数は、鹿野戸が14.3阿と最

も少なく、他の地点は、 17~20回とほほ

同回数であった。

(4) 安養寺及び藤森両環境基準点における

暗騒音は、四季を通じてほとんどか50ホ

ン(A)未満であった。

(5) 定期便の離着1伶の方向は28方向が圧倒

的に多く、調査期間中における全就航便

数の約8割を占めた。
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